
『新恵庭市史』 〈上巻〉 　【執筆計画】

序文
口絵
目次（上下巻目次）
凡例

編 タイトル 章 小タイトル 節 節タイトル 備考 執筆終了年度 ページ割合（想定）

第１編 自然・地勢 第１章 恵庭市の概要 第１節 位置・面積 28
第２節 地勢 28
第３節 人口の推移 28

第２章 気候・気象 札幌管区気象台 29～31
第３章 地質 道立地質研究所 29～31
第４章 動植物 北海道博物館 29～31
第５章 恵庭の地名

第２編 恵庭の歴史 第１章 先史時代 関口明 29～31
——通史（～前近代） 第２章 恵庭アイヌの足跡 田端宏 29～31

第３章 近世の恵庭 第１節 漁・島松を中心とした場所の歩み 田端宏 29～31
第２節 蝦夷地・北海道の交通路としての恵庭 田端宏 29～31

第３編 恵庭の近代 第１章 開拓使・札幌県の時代 桑原真人 29～31
第２章 北海道庁時代 桑原真人 29～31
第３章 まちの発展と戦争の時代 平野友彦 29～31

第４編 恵庭の現代 第１章 戦後復興と市制施行
第２章 高度経済成長とともに （第１次総合計画期）
第３章 未来への基盤づくり （第２次総合計画期）
第４章 バブル崩壊後の時代 （第３次総合計画期）
第５章 新しいまちづくりの姿 （第４次総合計画期）（第５次総合計画）

資料編 （各種論文・報告書） 31 3%

≪参考資料≫　別 紙 １

※空欄は、村上・佐藤が　執筆

31

（中世・近世を中心として）
（旧石器・縄文・続縄文・擦文・アイヌ文化期）

【章タイトルは本文執筆により再検討】
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第５編 産業 第１章 産業概説 30
第２章 農業 30
第３章 林業 30
第４章 水産業 30
第５章 商業・サービス業 30
第６章 鉱・工業 30
第７章 観光 30

第６編 社会基盤の整備 第１章 都市計画と市街地の広がり 28
第２章 道路、公園 31
第３章 上・下水道 ※し尿処理を含む 31

第４章 交通・運輸 31
第５章 情報通信 第１章 郵便・通信事業 31

第２章 情報社会の進展 31

第７編 福祉と保健医療 第１章 福祉行政概説 第１節 戦前の福祉施策 29
第２節 戦後福祉行政の変遷と施策 29

第２章 社会福祉 第１節 社会福祉協議会の活動 29
第２節 民生委員児童委員 29
第３節 生活保護 29
第４節 児童福祉・母子福祉(子育て支援） 29
第５節 障がい者福祉 29
第６節 高齢者福祉 29

第３章 保険 第１節 国民健康保険 29
第２節 介護保険 29
第３節 国民年金 29

第４章 各種団体・施設 第１節 各種団体 29
第２節 施設 29

第５章 保健 29
第６章 医療 29

第８編 衛生と環境 第１章 ごみ処理 31
第２章 し尿処理 31
第３章 環境美化と保全活動 31
第４章 新エネルギー政策 31
第5章 墓地・斎場 31

第９編 防災と治安 第１章 災害の記録 29
第２章 河川・治水 29
第３章 防災への取り組み 29
第４章 消防 29
第５章 治安と防犯 29
第６章 交通安全 29

第10編 教育 第１章 戦前の学校教育 29
第２章 戦後教育の変遷 29
第３章 義務教育 第１節 小学校 29

第２節 中学校 29
第４章 高等教育 第１節 高等学校 29

第２節 大学 29
第３節 専門学校等 29

第５章 幼稚園 29
第６章 各種教育活動 29
第７章 社会教育概説 29
第８章 社会教育施設 29

第11編 文化・スポーツ 第１章 文化 29
第２章 スポーツ 29
第３章 文化財 第１節 文化財とその保護 29

第２節 寺社等

第12編 まちづくりと 第１章 集落のあゆみ 28
市民活動 第２章 自治会活動とコミュニティ 31

第３章 協働のまちづくり 31
第４章 市民活動（ボランティア活動） 31
第５章 都市間交流 28

第13編 基地と恵庭 （恵庭事件含む） 平野友彦 29～31 2%

第14編 明治以降のアイヌ民族 田端宏 29～31 1%

各種資料 31 2%
年表 28・31 4%
編さん後記
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